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1一繊 維製品に衛生 加工処理 を行 った場合，種々の付

着物によって， その効果 が消失 するかのであっては，実

用的な価 値があるとは言えない。そこで着用中に付着す

ると考えられ る， 調味料・嗜好飲料 の汚点 をとり上げ，

徽 発生に及ぼす影響，及 び衛生加工 処理 を行 なった布に

つい て，汚点付着 後の防徽効果 について検討した。

2. 用い た布 は，繊 維別に５種類 の平織布，衛生加工

剤 としては市販の薬剤３種，汚点 とし て，砂糖，酢， ウ

スタ ーソース，醤 油，酒 を用い た。汚 点の付着は，各汚

点液1:20 の浴 比で10分間浸漬 後脱水し た。徽試験 は，

あらかじ め30分間紫外線灯にて滅菌し た無菌 箱の中で，

徽を接種し，その生育 状態を観 察し た。そし て，汚点浸

漬 しない 衛生加 工布， 非加工布にも徽 を接種し汚点浸漬

前後の防徽効力 につい て比較 検討し た。
3. 汚 点を付 着させた場合，汚 点の種類 にはあまり関

係なく，徽の生 育が認められたが，衛生加 工処理 布にお

い ては，汚点を付着させても相当の防徽効力 を示し ，衛

生加工剤のみの処理布 と比較した場合殆んど差がなく，

汚点付着後 も防徽効力のある事が認 められた。


